
日本武道館
武道学園寒稽古

◇

宮城県公立武道館協議会
１万人寒稽古
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武道学園・柔道

武道学園・空手道

宮城県公立武道館協議会・弓道

武道学園・剣道

武道学園・少林寺拳法
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ニュース

　財
団
法
人
日
本
武
道
館
武
道
学
園
で

は
、
今
年
も
恒
例
の
寒
稽
古
が
実
施
さ
れ

た
。
柔
道
・
剣
道
は
１
月
10
日
〜
14
日
、

空
手
道
・
少
林
寺
拳
法
は
１
月
17
日
〜
21

日
の
、
そ
れ
ぞ
れ
５
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
た
。

　今
年
は
、
４
種
目
の
少
年
の
部
・
一
般

の
部
合
わ
せ
て
、
延
べ
391
名
の
生
徒
が
参

加
し
、早
朝
か
ら
熱
心
に
稽
古
に
励
ん
だ
。

　寒
稽
古
は
毎
朝
６
時
半
か
ら
行
わ
れ

た
。
ま
だ
外
が
薄
暗
い
中
、
小
道
場
に
は

生
徒
と
講
師
が
続
々
と
集
ま
っ
た
。

　一
同
が
整
列
し
、
礼
を
交
わ
し
て
稽
古

が
ス
タ
ー
ト
。
少
年
の
部
で
は
元
気
い
っ

ぱ
い
に
、一
般
の
部
で
は
真
剣
な
表
情
で
、

生
徒
は
自
己
鍛
錬
に
励
ん
で
い
た
。
期
間

中
は
連
日
寒
い
日
が
続
い
た
が
、
道
場
内

は
熱
気
に
包
ま
れ
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す

よ
う
だ
っ
た
。

　静
か
に
礼
を
し
て
毎
日
の
稽
古
が
終
了

す
る
と
、
子
供
も
大
人
も
、
さ
わ
や
か
な

表
情
で
学
校
や
職
場
へ
と
向
か
っ
て
い
っ

た
。　各

期
間
最
終
日
の
稽
古
終
了
後
に
は
、

講
師
か
ら
励
ま
し
の
声
が
生
徒
た
ち
に
贈

ら
れ
た
。
ま
た
、
皆
勤
し
た
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
、講
師
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

寒さに負けず
早朝から心身を鍛錬

日本武道館武道学園寒稽古

剣道の稽古。道場は熱気に包まれた
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皆
勤
賞
は
、
剣
道
31
名
、
空
手
道
４
名
、

少
林
寺
拳
法
26
名
の
計
61
名
だ
っ
た
。

　最
終
日
、
道
場
の
外
で
は
豚
汁
が
振
る

舞
わ
れ
、
生
徒
は
談
笑
し
な
が
ら
疲
れ
を

癒
し
、
今
年
一
年
の
更
な
る
精
進
を
誓
い

合
っ
た
。

　　　　　　　　　1/10　1/11　1/12　1/13　1/14　 皆勤賞
柔道　　　　少年　   0　　 1　　  2　      1　      1　　　  0
　　　　　　一般　   0　     1      　0　      0      　0　          0　
剣道　　　　少年　   9　     9     　10　    10　    10　         9
　　　　　　一般　  29　   31　    26　    26　    26　        22
　　　　　　　　　1/17　1/18　1/19　1/20　1/21　 皆勤賞
空手道　　　少年　   4　      5　      7　      7     　5　          4
　　　　　　一般　   1　      1　      1　      1　     0　          0　
少林寺拳法　少年　   6      　3　      3　      3　     8         　 3  　
　　　　　　一般　  29　    29　    29　    25   　32　        23

全日程延べ出席者 391 名・皆勤賞合計 61 名

平成 23年度寒稽古出席者数

少林寺拳法 空手道

皆勤賞を受け取る生徒最終日には豚汁が振る舞われた

まだ薄暗い中、続々と集まる参加者柔道

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース

　昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
お
き
ま
し
て

は
、
日
本
全
国
の
武
道
を
志
し
て
い
る
多

く
の
仲
間
か
ら
、
励
ま
し
の
言
葉
や
た
く

さ
ん
の
支
援
物
資
等
を
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
誌
面

を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　宮
城
県
公
立
武
道
館
協
議
会
に
加
盟
し

て
い
る
武
道
館
は
、
現
在
29
館
で
す
。
程

度
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
地
震
等
の
被

害
を
受
け
て
、
ほ
と
ん
ど
の
館
が
利
用
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
住
民
の

避
難
所
と
な
っ
た
り
、
多
く
の
方
々
か
ら

い
た
だ
い
た
支
援
物
資
の
保
管
庫
に
な
っ

て
い
た
館
も
あ
る
な
ど
、
し
ば
ら
く
の
間

は
武
道
館
と
し
て
の
機
能
が
果
た
せ
な
い

状
況
で
し
た
。
よ
う
や
く
昨
年
秋
頃
か
ら

徐
々
に
利
用
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
い
ま
だ
当
館
を
含
め
て
修
復
が
完

了
し
て
い
な
い
館
が
多
数
あ
り
ま
す
。
速

や
か
に
全
館
が
修
復
さ
れ
、
通
常
状
態
に

戻
る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
24
年
の
伝
統
あ
る
「
宮
城
県
公
立
武

道
館
協
議
会
一
〇
、〇
〇
〇
人
寒
げ
い
古
」

が
、「
み
ん
な
の
元
気
で
宮
城
に
笑
顔
を
」

を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
開
催
さ
れ
、23
館（
震

災
の
影
響
で
昨
年
よ
り
３
館
が
不
参
加
）、

８
種
目
で
、
計
３
９
７
５
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
実
施
種
目
の
内
訳
は
柔
道
18
館
・

剣
道
20
館
・
弓
道
４
館
・
空
手
道
14
館
・

合
気
道
４
館
・
少
林
寺
拳
法
３
館
・
な
ぎ

な
た
４
館
・
銃
剣
道
２
館
で
す
。
参
加
人

数
は
昨
年
５
３
４
２
人
だ
っ
た
の
と
比

べ
、
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
館
に
お
い
て
可
能
な
範
囲
で

創
意
工
夫
し
、
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　実
施
施
設
名
、参
加
人
数
等
の
詳
細
は
、

次
頁
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇

※
参
加
者
の
感
想
（
抜
粋
）

▽
久
々
に
練
習
が
出
来
て
よ
か
っ
た
で

す
。（
中
学
１
年
生
・
男
子
）

▽
寒
い
中
で
の
稽
古
は
と
て
も
よ
い
練
習

に
な
り
ま
し
た
。（
中
学
２
年
生
・
女
子
）

▽
こ
の
寒
稽
古
で
、
他
校
の
人
た
ち
と
地

稽
古
や
基
本
稽
古
な
ど
が
出
来
て
よ
か

っ
た
で
す
。（
中
学
２
年
生
・
男
子
）

（
宮
城
県
公
立
武
道
館
協
議
会
・
岩
佐
正
男
）

平
成
24
年
宮
城
県
公
立
武
道
館
協
議
会

一
〇
、
〇
〇
〇
人
寒
げ
い
古

弓道（宮城県第二総合運動場・宮城県弓道場）

剣道（グランディ 21・セキスイハイムサブアリーナ）

「
み
ん
な
の
元
気
で

　
　宮
城
に
笑
顔
を
」

心技体 人を育てる総合誌
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平成２4年（第２3回）宮城県公立武道館協議会１０, ０００人寒げい古実施一覧

施設名 実施日
（１月） 柔道 剣道 弓道 相撲 空手道 合気道 少林寺

拳法
なぎ
なた 銃剣道 24 年

参加者数
23 年

参加者数
1 登米市登米武道館 5,6,7,22 29 24 157 210 19
2 登米市米山中学校柔剣道場 8,13,17,19 41 19 34 94 98
3 中田海洋センター武道館 8 19 23 20 62 55
4 涌谷町 B ＆ G 海洋センター 7 23 42 24 89 79
5 大崎市田尻総合体育館 1 ～ 15 75 140 25 240 337
6 大崎市古川武道館 未実施 0 0
7 美里町農業者トレーニングセンター 未実施 0 186
8 大崎市三本木総合体育館第二競技場 未実施 0 58
9 大崎市鹿島台武道館 7,11,12,13 60 16 76 65

10 大崎市岩出山武道館 14 15 19 14 12 60 72
11 色麻町公民館「桜花館」 14,16,18 52 20 72 108
12 石巻市総合体育館 4,6,8,9,10, 5 102 185 25 317 553
13 石巻市河北総合センター 7,16 17 21 38 36
14 石巻市桃生武道館 8 45 45 50
15 東松島市武道館 7,17,18,22 56 24 19 28 127 243
16 女川町総合運動場 15 19 5 24 47
17 仙台市武道館 20 78 78 56
18 仙台市泉総合運動場 7,8,13,14 80 323 94 116 12 625 767
19 多賀城市総合体育館 7 15 82 29 25 19 45 8 15 238 327
20 七ヶ浜町武道館 7,8 31 22 53 122
21 冨谷武道館 7,8,9,18 19 70 41 130 123
22 大郷町 B ＆ G 海洋センター 未実施 0 247
23 大和町武道館 未実施 0 0
24 名取市民体育館 7 27 121 148 226
25 川崎町 B ＆ G 海洋センター 9 18 22 11 51 42
26 大河原町総合体育館 未実施 0 0
27 亘理町日就館 8,10 28 61 17 106 200
28 山元町体育文化センター 15 29 42 35 106 62
29 宮城県第二総合運動場 ・グランディ 21 4,5,6, 856 112 18 986 1164

合計 612 2073 259 0 628 168 148 50 37 3975 5342

日本武道館の単行本

日本の武道

禅の思想と剣術

〒102-8321　東京都千代田区北の丸公園2番3号

TEL(03)3216-5147／FAX(03)3216-5158
http://www.nipponbudokan.or.jp/

日本武道館 教育文化部出版広報課

日本武道館 編
（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

北海道大学大学院教授　佐藤鍊太郎 著
（ 四六判・上製・386頁 ）
禅の思想と剣術がどう関わってきたか、武道伝
書を基に検証し、剣術が剣道へと発展昇華して
いく過程をわかりやすく解説。

日本の武道の全てを網羅した、武道関係者
必携の書。武道小百科事典としても役立つ
充実した資料編を巻末に収録。

高め合う剣道
筑波大学名誉教授　佐藤成明 著

（ 四六判・上製・564頁 ）
教育剣道の実践者として長年の経験をもつ
筆者が、古今の文献を手掛かりに日々の修
錬で大事な事柄を綴る。

刀剣の歴史と思想
筑波大学大学院准教授　酒井利信 著

（ 四六判・上製・346頁 ）
日本人が、刀剣を単なる武器としてではなく、
神聖なものとして捉える思想とは何か。日本刀
剣思想の独自性を確かな史料を基に考察する。

人を育てる剣道
剣道範士八段　⻆ 正武 著

（ 四六判・上製・268頁 ）
剣道の真価は、気力を練り上げ、肚をつくる修
行にある。人間の土台をつくる剣道を目指す著
者渾身の剣道指導論。

◉ご注文・お問い合わせ



〈広告〉
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日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・344頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278頁 ）

〈広告〉


